
 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

市販されている歯磨剤の９０％にフッ化物が配合されています。 

しかし、フッ化物配合歯磨剤（歯磨き粉）をただ使えばよいというだけではありません。正しい使い方 

をしてこそ効果を発揮出来ます。 

 

 フッ化物の虫歯予防効果を高める 3つのポイント 

① 高濃度のフッ化物配合歯磨剤を使用する 

② フッ化物の効果が出る量を用いる 

③ フッ化物をお口の中になるべく残す 

✓ ブラッシングの後すすぎはいらない？ 
 

せっかく歯面に取り込まれたフッ化物もブラッシング後にあまりたくさんすすいでしまうと流れ出て

しまいます。すすぎたい場合は、少ない水の量で 1、2回程度にしましょう。 

 

✓ 高濃度の歯磨剤を継続して使うと虫歯予防 UP？ 
 

1500ppm とは 0.15%のフッ素配合となり 1000ppmの 0.1%のものより虫歯の予防効果が 6%

アップするとされています。市販では 1450ppmのものが 1番フッ素配合が高いです。 

皆さんはフッ化物配合歯磨剤（歯磨き粉）を正しく、使えていましたか？ 

現在、市販されている歯磨剤でも高濃度のフッ化物配合歯磨剤がたくさんあります。少しの工夫で

虫歯予防が従来よりもアップしますので是非お試し下さい。 歯科衛生士 堤 有沙 

 

 

編集後記 

外出自粛でみなさんは家での時間をどのようにして過

ごしていますか？この機会に家の掃除を徹底的にした

り、いらない物を整理したり本を読んだり映画を観た

り…普段なかなかできないことをしていきたいと思っ

ています。 

 

  

フッ化物配合歯磨剤（歯磨き粉）はただ使えばいい？ 

 

✓ 年齢に応じたフッ化物を使用して下さい。 

 

 

  

 

「ほほえみ」バックナンバーは 

ホームページにも掲載中です。 

ぜひアクセスして下さい！ 

アドレス www.ndc1979.jp 
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